
国連イニシアティブ

⽇本

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１．統計担当者の⼈材育成
○ SDGs指標作成に必要なデータ収集・分析⼿法に関する、農業統計担当職員
を対象とした研修を実施します。

○ 研修成果を踏まえ、パイロット調査を実施します。

２．ICTを活⽤したデータ収集⼿法の開発
○ データ収集の効率化や正確性向上のためICTを活⽤した⼿法の開発に向けた事
例収集を実施します。

○ 収集した事例をもとに指標作成に資する調査⼿法の実証に向け検討します。

(注）６か国︓カメルーン、リベリア、シエラレオネ、ガンビア、ガーナ、コンゴ⺠主共
和国

ターゲット２.1（飢餓根絶）︓2030年までに栄養不⾜蔓延率をゼロに

アフリカ農業統計⼈材育成による世界戦略⽀援事業 【令和2年度予算概算決定額 32（34）百万円】

＜対策のポイント＞
SDGs指標の整備に必要な信頼性の⾼いデータ収集・分析をアフリカにおいて実施することにより、農業統計担当者の⼈材育成を図るとともに、ICTを⽤いた
データ収集⼿法を開発することで、国際的な取組に貢献します。

＜政策⽬標＞
パイロット６か国(注)において、農業統計職員を対象に信頼性の⾼いデータ収集・分析の研修を実施するとともに、ICTを⽤いたデータ収集⼿法を開発
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によるモニタリング
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［お問い合わせ先］（１）⼤⾂官房海外投資・協⼒グループ（03-3502-5913）
（２）⼤⾂官房統計企画管理官 （03-3502-5913）
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＜事業の流れ＞
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